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１．研究計画の概要 

本研究は，日本語諸方言がもつ〈提題〉の

形式のバリエーションと各形式の意味・文法的

特徴を記述し，それらの発達・変化過程につ

いて考察することを目的とする。具体的には次

のとおり。 

1) 日本語諸方言における提題形式のバリ

エーションを把握する。 

2) そのうち意味・機能上特に興味深い現象

を示す形式をいくつかとりあげ，その意味・用

法を記述するとともに，そのような意味・用法を

獲得するまでの発達・変化過程について考察

する。 

3) 以上の成果とこれまでの共通語を対象と

した研究での蓄積を踏まえ，提題という意味・

文法カテゴリのありかたやその発達のしかたに

ついて，理論的に検討する。 

以上の目的のために，方言話者をインフォ

ーマントとする臨地面接調査・先行研究の記

述の整理，既存の談話資料・共通語口語資料

の用例調査などを並行的に進める。 
 
２．研究の進捗状況 
 上の目的に沿って記述する。 
 
 1) 先行研究の断片的記述の整理，調査報告，
臨地面接調査，談話用例調査等より，日本語
諸方言における提題形式のバリエーションはお
およそ把握できた。 
 
 2) これまで北陸・近畿・中国・九州におい
て引用表現由来の提題形式の意味・用法に関
する臨地面接調査，談話用例調査を行った。

また，北東北方言における仮定表現由来の提
題形式についての調査も始めている。 
 3) 1)2)に並行して進めている。 
 
３．現在までの達成度 
 ③やや遅れている。 
 （理由）調査はおおむね予定どおりに進め，

結果の整理・考察も進んでいるが，成果
公開がやや遅れている。 

 
４．今後の研究の推進方策 
 今年度中に，提題形式のバリエーション，
および，各地方言の特徴的な提題形式の意
味・用法に関する成果（学会発表・論文）を
さらに行なう予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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